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｢インターＫＸ減価償却 Ver.12.0｣で対応内容についてご案内致します。  
 

1.プログラムについて 

データ移行対象バージョン・・・Ver.10.0以降 

上記のバージョンからデータ移行が可能です。 

 

 

2.システムの対応内容 
Ver.12.0 で対応した内容は、次のとおりです。 

1．資産除去債務の主な対応内容 
①資産除去債務対象会社の設定 

会社基本情報の＜運用方法＞に「資産除去債務の計上（する/しない）」の設定を追加しました。 

②資産除去債務情報の登録 

資産登録画面に＜資産除去債務＞を追加し、資産除去債務に関する情報を登録できるよう対応 

しました。 

③月次償却設定画面の対応 

資産除去債務の対象資産の場合、月次償却設定画面で「当期償却額 除去費用分」の項目を表示

するよう対応しました。資産除去債務設定画面で登録した（除去費用分の）当期償却額の月次償

却額が確認できます。 

④資産除去債務明細書の新規追加 

資産除去債務設定画面の設定内容を確認できる「資産除去債務明細書」を新規追加しました。 

⑤固定資産台帳、償却予定額一覧表、仕訳資料の出力対応 

出力条件設定画面に「資産除去債務分（含める/含めない）」などの設定を追加しました。 

2．資産ラベルシールのテプラ印刷対応 （※「テプラ」は株式会社キングジムの登録商標です。） 
資産一覧画面、およびリース物件一覧画面に＜テプラ印刷＞を追加し、指定した資産およびリース

物件のラベルを、コンピューター接続したテプラ本体より印刷できるように対応しました。 

テプラは、コンピューターに接続できるSPC9（テプラPRO専用のPCラベルソフト）のVer.3.6 

以上で使用可能機種が対象となります。 

使用可能なテープの種類（テープ幅）は、12mm／18mm／24mm 

の 3 種類になります。使用可能 Windows（OS）は、Windows XP／ 

Vista／7（Windows7 は 64 ビット版も可）になります。 

3．5年均等償却資産の最終年の端数処理に対応 
会社基本情報の＜運用方法＞に「5 年均等償却最終年の端数」の設定を追加し、旧定額法や旧定率

法の 5 年均等償却中の資産で償却最終年度に端数が発生した場合、その端数を当期に計上するよう

対応しました。 

4．個人の場合、平成19年3月31日取得以前でも新償却方法を選択できるよう対応 
個人の場合、取得年月日が平成 19 年 3 月 31 日以前であっても、事業供用年月日が平成 19 年 

4 月 1 日以降であれば、新償却方法が選択できるよう対応しました。 

5．バックアップ・リストア機能の改善 
会社バックアップ・リストア実行中に処理実行件数を表示するようにします。また＜前回の結果＞

で表示される一括バックアップ処理の結果画面を＜印刷＞できるようにしました。 

3.平成23年度の税制改正について 
平成 22 年 12 月 16 日に閣議決定されました「平成 23 年度税制改正大綱」において、改正内容

として定率法の償却率の見直しが含まれています。 

Ver.12.0 は、法案が成立（通常３月末）した場合の平成 23 年度税制改正による計算には対応 

していません。平成 23 年度税制改正の対応につきましては、改めてご案内いたします。 
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連動可能な法人税システム ：平成 20 年度版以降 
連動可能な所得税システム ：平成 20 年以降 

概要のバージョン表記について 

「Ver.12.0」のように小数点以下 2 桁目は省略して 

記載しています。正確なバージョンはシステム起動後

の［ヘルプ］-［バージョン情報］で確認できます。 


